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平
成
十
八
年
度
の
一
般

　
　
　
　
　
　
会
計
歳
入
決
算
額
は
四
百

　
　
　
　
　
　
十
八
億
九
千
五
百
九
十
八

　
　
　
　
　
　
万
三
千
円
で
前
年
度
に
比

　
　
　
　
　
　
べ
三
億
九
千
四
百
五
十
二

　
　
　
　
　
　
万
九
千
円（
△
０
・
９
％
）
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
う
ち
最
も
多
い
の
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
市
民
税
・
固
定

資
産
税
な
ど
の
市
税
収
入
で
、
歳
入
全
体
の

約
半
分（
　
・
９
％
）
を
占
め
て
い
ま
す
。
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前
年
度
と
の
比
較
で
は
、
個
人
市
民
税
が

給
与
所
得
の
伸
び
や
税
制
改
正
に
よ
り
増

加
し
た
こ
と
等
に
よ
り
、
十
二
億
四
千
百
三

十
一
万
四
千
円（
５
・
９
％
）
増
の
二
百
二
十

一
億
六
千
七
百
九
十
三
万
四
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

【
譲
与
税
・
交
付
金
】

　
自
動
車
重
量
譲
与
税
や
地
方
消
費
税
交

付
金
、
地
方
特
例
交
付
金
等
で
す
。
二
百
三

十
八
万
五
千
円（
０
・
１
％
）
増
の
二
十
九
億

問い合わせ　財政課　緯38-2011

一
千
百
十
一
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
地
方
交
付
税
】
　

　
普
通
交
付
税
と
特
別
交
付
税
の
二
種
類

が
あ
り
ま
す
が
、
平
成
十
八
年
度
は
普
通
交

付
税
が
不
交
付
と
な
っ
た
た
め
、
七
億
六
千

十
四
万
三
千
円（
△
　
・
９
％
）
減
の
十
三
億
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四
万
五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
国
県
支
出
金
】
　

　
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
、
補
助
金
や
負

担
金
等
を
い
い
ま
す
。

　
平
成
十
八
年
度
は
、
前
年
度
と
比
べ
、
二

億
一
千
八
百
二
十
二
万
六
千
円
（
△
５
・
５

％
）
減
の
、
三
十
七
億
八
千
十
二
万
二
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

【
市
債
】
　

　
い
わ
ゆ
る
借
入
金
で
す
。

　
前
年
度
と
比
べ
十
六
億
四
千
七
百
九
十

万
円（
六
十
七
・
八
％
）
増
の
四
十
億
七
千
八

百
十
万
円
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
十
七

年
度
に
は
無
か
っ
た
借
換
債
の
発
行
が
十

八
年
度
に
は
行
わ
れ
た
た
め
で
す
。

金　額(千円)説　　明項　　目

41,895,983　　1年間の収入の総額　①歳入総額

41,270,259　　1年間の支出の総額　②歳出総額

625,724　　収入から支出を引いた額　③歳入歳出差引(①-②)

232,103　　平成19年度継続事業に充てるお金　④繰越財源

393,621　　実質的な黒字額(③-④)　⑤実質収支

　
平
成
十
八
年
度
に
つ
い
て
は
、
歳
入
総
額

か
ら
歳
出
総
額
を
差
し
引
い
た
額
か
ら
、
十

九
年
度
に
繰
り
越
し
て
実
施
す
る
事
業
に

あ
て
る
財
源
を
控
除
し
た
実
質
的
な
黒
字

額
は
、
三
億
九
千
三
百
六
十
二
万
一
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
税
制
改
正
に
お
け
る

平
成
十
九
年
度
以
降
の
個
人
市
民
税
の
６

％
比
例
税
率
化
の
影
響
に
よ
り
、
市
税
収
入

が
大
幅
な
減
収
と
な
る
な
ど
の
新
た
な
財

政
問
題
が
生
じ
て
き
て
お
り
、
引
き
続
き
、

財
政
運
営
に
つ
い
て
は
慎
重
に
対
応
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
十
七
年
度
の
黒
字
額
十
五
億

千
二
百
十
九
万
二
千
円
か
ら
比
べ
る
と
、
大

幅
に
黒
字
額
が
縮
小
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

　
年
度
の
実
質
黒
字
は
　
３
億
９
千
３
６
２
万
円
に
　

18

【
そ
の
他
】
　

　
上
記
以
外
の
収
入
で
、
寄
付
金
や
手
数
料

収
入
等
で
す
。

　
前
年
度
と
比
べ
、
二
十
三
億
七
百
七
十

五
万
九
千
円（
△
　
・
1
％
）
減
の
、
七
十
六

23

億
五
千
八
百
六
十
六
万
三
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
財
産
収
入
等
で
、
前
年
度
の
用

地
売
却
等
の
収
入
が
減
じ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。
　

文

動

は

【花苗交換会】＜申し込み不要＞

　挿し木、株分け、種まきなどで増えてしまった植物を

皆さんで交換しませんか？

■日時　10月21日（日）午前10時～

　　　　＊苗がなくなり次第、終了します。

■内容　物々交換の要領で、１鉢（ポット）と１鉢（ポッ

　　　　ト）の花苗を交換

　　　　＊花苗は、当日搬入してください。

オータムフェスタ2007　　　　　　　
【フリーマーケット出店募集】

■日　　時　10月21日（日）

　　　　　　午前10時～午後３時30分

■会　　場　総合公園芝生広場　

■参 加 費　１ブース（３ｍ×３ｍ）1,000円

■申し込み　10月９日(火)までに、住所・氏名・

　　　　　　電話番号・ファクス・希望ブース数

　　　　　　を記入し、ファクスで、総合公園内

　　　　　　「ＰＭＯあしや楽市楽座事務局」へ　

■地域の防災リーダーとして、防災士の育成や自主防災組織活性化へ向け

　た活動費の助成

■防災拠点施設としての機能強化を図った、新消防本部庁舎建設のための

　実施設計（平成19年度着工予定）

■ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を、主だった公共施設や中学校に増設　

■精道小学校校舎等改築工事を、引き続き実施（平成19年度完成予定）

■地域における総合的な窓口相談機能を備え、介護予防や包括的・継続的

　マネジメント等の支援を行う「地域包括支援センター」を創設

■「のじぎく兵庫国体」の開催に伴い、本市ではスポーツ芸術・ライフル射撃

　競技・カヌー競技を実施

歳入

算額の推移＞

費　⑤消防費　⑥教育費　⑦公債費　⑧その他

　平成18年度は、引き続き行政改革に取り組むことにより、さらなる財政健全

化を目指すとともに、事業の実施にあたっては、「安全」と「環境」をキー

ワードに、市民の皆さんが快適で安心して暮らせるまちづくりを進めました。

　今回、その決算概要がまとまりましたので、市の代表的な会計である一般会

計を中心に、その特徴についてお知らせします。

　なお、今回の記事中のグラフ(歳入決算額・歳出決算額・市債残高)には、震

災前と直近６年度間の財政状況が比較できるように、平成６年度と13年度以降

の数値を掲載しています。

は
多
額
の
市
債（
借
入
金
）
の
償
還
期
日
が

到
来
し
た
た
め
、
そ
の
返
済
で
公
債
費
が
増

え
た
こ
と
等
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

前
年
度
と
比
べ
て
財
政
状
況
が
悪
化
し
た

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
黒
字
額
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
財
政
運
営

に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
財
政
基
金
お
よ

び
減
債
基
金
へ
の
積
立
等
に
使
用
し
ま
す
。

平成18年度　決算のあらまし

平
成
　
年
度
の
主
な
事
業
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問い合わせ　総合公園管理事務所　緯25-2023/FAX 25-2026 問い合わせ　緑の相談所　緯34-0031

―リサイクルの輪を、植物を通して広げましょう―

 一般会計決算概要のお知らせ◆

を目指し、連続黒字を達成
－税制改革による市民税の減収

④市債　⑤譲与税・交付金　⑥地方交付税　

《総合公園の秋まつり》

オータムフェスタ2007
■日時　10月21日(日)　

　　　　　午前10時～午後４時

■会場　総合公園　　　

　＜内容＞スポーツ交流・楽市楽座・

　　　　イベント・防災コーナーほか

算額の推移＞

５

　
　
　
　
　
　
　
平
成
十
八
年
度
の
一
般

　
　
　
　
　
　
会
計
歳
出
決
算
額
は
四
百

　
　
　
　
　
　
十
二
億
七
千
二
十
五
万
九

　
　
　
　
　
　
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、

　
　
　
　
　
　
七
億
九
千
七
百
九
十
万
六

　
　
　
　
　
　
千
円（
２
・
０
％
）
の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。
各
費
目
の
決
算
額
に
つ

い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
総
務
費
】

　
市
役
所
全
体
の
事
務
費
や
税
金
の
徴
収
、

戸
籍
お
よ
び
住
民
票
、
選
挙
等
に
要
す
る
経

費
で
、
二
十
億
三
千
四
百
七
十
万
円
（
△
　
・
23

８
％
）
減
の
六
十
五
億
五
百
四
十
万
二
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金（
特
別
会
計
の
歳
入
不
足
を
補
う
た

め
に
一
般
会
計
か
ら
支
出
）
の
減
額
に
よ
る

も
の
で
す
。

【
民
生
費
】

　
福
祉
等
に
要
す
る
経
費
で
す
。

　
二
億
三
千
百
八
十
三
万
円
（
３
・
３
％
）

増
の
七
十
二
億
五
千
百
十
四
万
七
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

【
衛
生
費
】

　
保
健
や
ご
み
処
理
等
に
要
す
る
経
費
で

す
。
三
千
七
十
六
万
八
千
円（
０
・
９
％
）
増

の
、
三
十
三
億
七
千
二
十
八
万
六
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

【
土
木
費
】

　
道
路
や
都
市
計
画
、
公
営
住
宅
等
に
要
す

　
市
の
借
金
に
あ
た
る
一
般
会
計
の
市
債
残
高
に

つ
い
て
は
、
震
災
関
連
事
業
の
実
施
に
伴
い
急
増

し
、
ピ
ー
ク
時
の
平
成
十
三
年
度
末
に
は
一
千
百

十
九
億
円
に
達
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
震
災
関
連
事

業
が
一
段
落
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
十
四
年
度

以
降
減
少
に
転
じ
、
十
八
年
度
末
残
高
は
前
年
度

と
比
較
し
て
五
十
八
億
円
減
少
し
、
九
百
二
十
七

億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
九
百
二
十
七
億
円
の
内
、
五
百
五
十
億
円（
　
・
59

　
％
）
は
震
災
関
連
の
借
入
れ
と
な
っ
て
お
り
、
財

33政
的
に
は
震
災
の
影
響
が
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
新
た
な
市
債
の
発
行（
借
換
え
を
含

む
）
は
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
、
平
成
二
十
二
年
度

末
に
は
、
市
長
の
公
約
で
あ
る
市
債
残
高
六
百
億

円
台
を
目
指
し
ま
す
。

る
経
費
で
す
。

　
南
芦
屋
浜
の
公
園
用
地
の
取
得
費
等
に

よ
り
、
四
億
四
千
三
百
二
十
七
万
二
千
円

（
７
・
７
%
）
増
の
、
六
十
一
億
七
千
三
百
五

万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
消
防
費
】

　
消
防
・
救
急
や
、
災
害
対
策
に
要
す
る
経

費
で
す
。
一
億
四
千
八
十
万
二
千
円（
　
・
15

１
％
）
増
の
、
十
億
七
千
六
百
九
万
七
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

【
教
育
費
】

　
学
校
や
幼
稚
園
、
そ
の
他
社
会
教
育
に
要

す
る
経
費
で
す
。
二
億
五
千
六
百
十
万
三

千
円（
△
５
・
７
％
）
減
の
四
十
二
億
一
千
四

百
七
十
七
万
七
千
円
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ

歳出

れ
は
廃
止
し
た
芦
屋
市
文
化
振
興
財
団
へ

の
補
助
金
の
削
減
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

【
公
債
費
】

　
市
債（
借
入
金
）
の
元
金
や
利
子
の
支
払

い
に
要
す
る
経
費
で
す
。
二
十
三
億
六
千

二
十
万
八
千
円（
　
・
１
％
）
増
の
、
百
二
十
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一
億
三
千
三
百
九
十
八
万
九
千
円
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
震
災
時
に
発
行
し
た
多

額
の
市
債
の
償
還
期
日
が
到
来
し
た
影
響

に
よ
る
も
の
で
す
。

【
そ
の
他
】

　
上
記
以
外
の
経
費
で
、
議
会
費
や
商
工
費

等
が
含
ま
れ
ま
す
。
一
億
一
千
八
百
十
七

万
一
千
円（
△
　
・
８
％
）
減
の
五
億
四
千
五

17

百
五
十
万
五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

■日　時　11月16日（金）午後６時30分開演

■入場料　前売　3,000円　

　　　　　当日　3,500円(全席指定)　

■出　演　ざこば・南光・小米朝・雀喜・そうば　

■演　目　未定(当日のお楽しみ)

　　　　　※未就学のお子さんの入場はお断りします。

　来年度の「市民ステージ事業」に参加を希望する団体を、次のとおり募集します。

　この事業は、市民１人ひとりが参加できる文化活動の拠点づくりの一環として、

グループ・団体等の日ごろの成果を発表する場を提供し、市民の手による芦屋の文

化および文化活動の高揚を図るため実施するものです。

■内容　平成20年10月17日から11月16日のルナ・ホールの空き日を、市民の文化活動

　　　　の成果発表の場として提供します。本番会場使用料は、市が負担します。

■対象　市民が主体となっている団体

■方法　市民センターに置いてある「募集要項」をご覧いただき、希望されるかたは

　　　　９月28日(金)までに、申請書を下記へ提出してください。

市民ステージ参加団体の募集

ざこば
南光

小米朝

＜歳入決算

【歳出】各年度の構成比

　　①総務費　②民生費　③衛生費　④土木費

＜市債残高の推移＞

※グラフの数値は各年度の構成比
■■震災関連以外　　　■■震災関連

＜チケット販売＞※９月19日(水)から、下記で販売します。

　市民センター事務所、市民センター内グリル業平、大蓄、

　ローソン・チケット（Ｌコード59634）、市役所内売店

市民１人あたりで見る

平成18年度　歳出決算額

※歳出決算額を市民１人あたりで見る（歳出決算額を平成19年３月31日

　時点の人口で割る）と、449,278円となります。

　　やはり公債費が目を引きますが、そのような状況の中でも福祉等に

　使われる民生費や教育費等の予算については毎年一定額以上配分する

　ように努めています。

◆平成18年度

財政健全化を
新たな財政問題

【歳入】各年度の構成比

　　①市税　②その他　③国県支出金　④

「ざこば・南光・小米朝　三人会」

＜歳出決算

問い合わせ　市民センター事業担当　緯31-4995

市債残高について

第53回市民寄席

問い合わせ　市民センター　緯31-4995　


